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＜連絡事項＞

· 本日～明日、職員旅行あり（2班目）。飯野SGM不在の為、物品発注の決済は上野JGMとなっている。

· 未打刻支払いの書類を配布する為、対象のスタッフは提出すること。

＜デイケア事例検討＞

清水　泰雅様（36）男性　　主病名：統合失調症

利用開始日：平成19年10月29日（2年7ヶ月）

治療計画　①デイケアでの目標を見出し、共有する。また、その目標を意識して生活していくようアドバイスしていく。

②生活状況を把握し、遅刻の回数を徐々に減らしていくようにする。

検討内容　今後の対応について

現在の状態
· ここ1ヶ月の様子を振り返ると、設定した時間に来所することが全く出来ていない。1日だけ早目に来所出来ていることがあったが、その日はまたまた父親様が居て送迎してもらったと話す。

· 外来日は、普段より早めに来所する事出来ており、外来の日は特別だと感じているとのこと。

· 現在、起床時間と就床時間、デイケア来所時間をメモに取ってチェックしているが、ほとんど作業化している状態。メモはデイケアには持参しておらず、青明舎訪問時に確認している。

· 入浴は週2回。腕にあせもが出来ている。夏場は汗をかく為、入浴回数を増やしてはどうかと促すが、「はあ」と聞き流している。

· 長時間手洗いをしている様子はみられない。

· 周囲との交流は少なく、孤立している印象を受ける。遅れて来所されることが多いことも、周囲のメンバーとの距離が出来てしまう要因となっているとも考えられる。

· 母親様は本人に就労して欲しいと考えているが、本人は「仕事は出来ない」と話されている。

検討結果
· 週2回（火曜日と木曜日）は定時に来所すること、最低限連絡は入れるように説明していく。

· 青明舎担当とスタッフ同士で話し合い、方向性や関わり方を統一していく。

＜利用者様情報＞

管野　勝利　様～定時になっても連絡なく、緊急連絡先である三戸郡地域生活支援センターに連絡確認している。センターの方から本人宅に電話確認を行なったところ、隣人が電話に出ており、昨日から本人寝込んでおり、食事も摂取出来ない状態であったとのこと。本人宅のカーテンが閉まりっぱなしであったのを隣人が不審に思い訪問したところ、本人が寝込んでおり食事など隣人が世話を焼いていた状態。

　　　　　　　　「明日になったら訪問看護が来るから大丈夫だ」と本人話していたが、隣人が青南病院に連絡し、急遽、本日訪問看護（五福）が訪問することとなっている。

赤坂　順市　様～定時前、本人に電話連絡するが分単位でコールしても不在。青明舎に情報提供し、グループホームに様子を見に行って頂いているが、本人、下着姿のまま階段のところで窓の外を見てニヤニヤしている状態だったとのこと。その際、デイケアに行くかと確認すると「行きます」と答えているが、その後も本人デイケアに来所せず、スタッフからの電話にも出ない状態。12：00の連絡で、グループホーム同居者が電話に出て本人に繋いでいるが、デイケアは「行かない」と答え、それ以外は無言で本人の堪え笑いが聴こえるのみ。

青明舎に情報提供し、今週土曜日の外来診察にて担当医にも情報提供を行っていく。青明舎の情報では、洗濯や食事などは行うこと出来ているが、精神面・対人面で疎通困難さがみられているとのこと。

種本　サハ　様～昨日、採血の結果CK値が500と緊急値を示していたとのことで、血液センターから連絡あり。本人、不調を訴える事はなく、夕食も全量摂取し定時に帰宅されている。担当医に確認したところ、緊急の受診の必要はなく、来週の定期受診でも構わないとのこと。

本日、本人より電話連絡あり、「昨日の採血の結果が悪かったから歩けない」と話され通所を拒否しているが、来所を促すとしぶしぶ来所し、運動療法も問題なく実施している。

高島　吉太郎様～本日昼食のゼリーのふたをポケットにしまっていることあり、洗ってからしまうように介入している。また、夜間トイレに間に合わず、夜間のみおむつ着用することになったと青風荘から情報あり。

関下　　悟　様～ナイトケア利用するに辺り、夕食代480円実費になることが負担であるとのことで、利用は見合わせたいと本人希望。夕食を購入してナイトケアを利用してはどうかと説明するが、「自分ちの方が静かで落ち着く」「お金がかかるのは厳しい」と話し、食事以外の利用目的がないとのこと。来週の受診時（7/12月曜日）に担当医と相談するよう説明している。

関　　秀治　様～昨日、右眼瞼下の発赤・腫脹が見られていた為、デイケア終了後に眼科受診するよう勧めている。

田中　正士　様～本日、青風荘スタッフ同伴で八戸赤十字病院受診。動脈瘤検査の為、CT検査を行ったが、胃の幽門部付近の壁が厚くなっている様子みられている。7/9に病理学検査（胃カメラ）を行し、7/16に結果が分かるとのこと。

＜外来情報＞

板橋　利美　様～来週採血予定。起床時に膝が痛むとのこと。中途覚醒が多いと話す。

本多　富美　様～デイケアでは、苦手なメンバーとは距離を置いているとのこと。自宅の区画整理は終わったと話されている。帰り道、他メンバーにタバコをねだられて困ると話す。

高柳　和子　様～1週間落ち着いて過ごすことが出来ていたが、気分が落ち込むことはあると話す。

豊川　明男　様～昨日の朝から腰痛が出てきたとのこと。先週は調子が悪かったのでデイケアを早目に帰ったと話す。

清水頭　翼　様～ハロマンス（50）1A筋肉注射実施。

大久保　康弘様～幻聴は聴こうと思えば聴こえるが、気にならなくなったと話す。夜食にパンや納豆を食べる、1日に水を3L飲むとのこと。

繁名　和恵　様～左足のスピール膏は貼っていないとのこと。足の痛みに関連付けて変なことを話すことあり。

平　　京子　様～腰痛はよくなったと話す。

高橋　幸雄　様～採血実施。来週栄養指導予定。

冨田　紀子　様～エンシュア8本処方している。

東海林　康之様～歯医者に通っているとのこと。

大下　良悦　様～足を引き摺っている様子ある為、どうしたのか確認すると、3日前にうおのめを削ったと話されている。1週間前に実家に帰ったとのこと。

村上　元道　様～疲労があるとのこと。先週土曜日に弟に会いに行ったと話す。幸房の仕事は評価が低くなっているとのこと。

袴田　淑子　様～めまいがして倒れることはないと話す。血圧測定は継続するようにと指示あり。

秋山　和子　様～耳鳴りは続いているとのこと。

溝越　キク　様～体重68.6kgで70kg以下維持出来ている。本人「食べないようにしている」とのこと。

中村　鶴子　様～本人のメモに昼寝について書かれていた為、昼寝は30分以内にするよう説明している。

川口　尚良　様～朝と昼は食欲がないが、夕食は普通に摂取出来るとのこと。体重減少がなければ問題はないと説明。AAには行っていないと話す。

管野　勝利　様～隣人より五福へ電話連絡あり、訪問看護スタッフ同伴で三戸病院受診して採血行なったところ、CPR　27、CPK　60000など検査結果全般悪化していた為、市民病院受診。急性症候群の診断あり、入院となっている。千葉在住の姉には連絡済み。

＜勉強会＞

青陽館服装の規定について

●制服廃止の目的

スタッフの制服を廃止し、私服を着用する事で利用者様もスタッフ自身も看護者―被看護者という

印象を払拭する事が出来る。それにより、以下のような効果が期待できる。

1 利用者様の主体性･自主性を育てる。

2 利用者様のスタッフへの依存を軽減する。

3 スタッフの意識の向上。

　　　　　　また、外出プログラム・緊急対応時の時間削減になる。

●服装規定

①動きやすく、清潔感のある服装を心掛ける。

<動きやすい服装>

・スカートは不可、スーツ不可

※通常とは異なるプログラムで、それらの服装が求められる場合は可とする

<清潔感>

・ジャージ・スウェットは禁止

※利用者様の見本となるべく運動療法時にそれらに着替えることや、入浴介助を要する場合にそれらに着替えることは良い

・穴の開いた服は禁止

・毎日着替える

※利用者様の手本となるように毎日着替え、それが困難な場合は毎日洗濯する

②華美な服装や露出の多い服装は避ける。

<華美な服>

・アクセサリー禁止

・色使いの派手なものは禁止（黒・紺・白・グレー・茶・ベージュなどが好ましい）

<露出>

・襟ぐりの広い服は禁止

・袖ぐりの広い服は禁止

・上着は丈の短いものは禁止（通常の動作時に腹部や背部の出ないもの）

・ズボンは股上の浅いものは禁止（通常の動作時に腹部や背部、臀部の出ないもの）

③ネームプレートを着用する。

・首にぶら下げる（プレートは胸元の位置）

④利用者様の見本となるような、季節に応じた服装を着用。

⑤事故防止のため

・フードつきの服は不可（外出用は可）

※引っ張られることがあるため

・長い髪は丸める

※引っ張られることがあるため

⑥化粧・髪型

・病院の規定に準ずるものとする
















































